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ＡＩ(人工知能)が進化し、多くの職業がＡＩに

とって代わられる時代がもうすぐやってくると予

想されています。一方、オックスフォード大学の

研究チームの予測によれば、10～20年後まで残る

職業トップ 25 に小学校教師と小中学校の教育管

理者が入っています。（出典は松尾豊著「人工知能

は人間を超えられるか」） 

ＡＩやロボットが進化し、多くの仕事がこれら

に代替えされる時代となっても、教師という仕事

は残る可能性大との予測です。しかし、決して安

泰ではないと思います。既に英検はパソコンで受

験する英検ＣＢＴが実施されています。また、文

部科学省では全国学力・学習状況調査をパソコン

で行うことを検討しているとの報道がありまし

た。そして将来は、普段の授業もＡＩが担うとい

った時代が到来するかもしれません。 

ところで、ＡＩが大きく発達した要因の一つに

「ディープ・ラーニング（深層学習）」という技術

の発展があるそうです。雑ぱくな説明ですが、こ

れは膨大なデータをコンピュータに学習させる効

率を画期的に飛躍させた技術とのことです。 

思い起こせば、今回の学習指導要領の改訂に際

し、文部科学省から中央教育審議会への諮問に「ア

クティブ・ラーニング（課題の発見と解決に向け

て主体的・協働的に学ぶ学習）」という言葉が登場

しました。その後、中央教育審議会答申を経て、

新学習指導要領では少々表現を変え、授業改善の

視点として「主体的・対話的で深い学び」が示さ

れました。 

ＡＩには「ディープ・ラーニング」、子どもたち

（児童・生徒）には「アクティブ・ラーニング」、

それぞれ「○○ラーニング」と表現されますが、 

前者は、コンピュータに大量のデータを効率よく 

学習させる詰め込み教育、後者は、子どもたちに

生きて働く知識・技能の習得など、新しい時代に

求められる資質・能力の育成を目指す教育です。

表現は似ていますが、内容は大きく異なります。 

ＡＩは蓄積されたデータを元に、統計的手法を

駆使して答えを導き出します。そのため、集めた

データがいかに膨大であっても、その範疇を超え

る解答を得ることは難しいと思います。例えば、

ある課題の解決策をＡＩに考えさせると、ＡＩは

過去のデータと照らし合わせ、確率的に最も有効

と予測される解決策を示すとのことです。ＡＩに

は過去にはなかった新たな発想を創造することは

困難です。こうしたことから、未来の創り手とな

る人材の育成をＡＩに委ねることには不安を感じ

ます。 

今後、「ディープラーニング」などの技術により、

ＡＩは更に進化すると思いますが、私たちはＡＩ

の有効性とともにその限界を理解し、ＡＩを積極

的に活用しながらも、教師はＡＩに代替えされる

ことのない仕事であるという自信と誇りをもっ

て、引き続き子どもたちを指導すべきと考えます。

そのためには、新学習指導要領で示された主体的・

対話的で深い学び（≒「アクティブ・ラーニング」）

の視点による学習過程の改善などは重要であると

考えます。 

ただ、学校における働き方改革がうまくいかな

ければ、教員志願者が更に減り、一部をＡＩやロ

ボットに委ねなければ学校教育が成り立たない時

代が到来する可能性もあります。 

新学習指導要領の全面実施を確実に進めるとと

もに、学校における働き方改革も確実に実行しな

ければなりません。 

 


